
著書 を語る総
半
島
に
は
、
花
畑
が
登
場
し
ま
す
。
歴
史
を
調
べ
る
と
、
戦

時
下
に
は「
花
禁
止
令
」が
出
さ
れ
た
過
去
も
。
花
が
咲
き
誇
る

風
景
は
、
ま
さ
に
平
和
の
象
徴
。「
花
は
幸
を
呼
ぶ
」と
い
う
信

念
が
込
め
ら
れ
た
風
景
で
す
。

三
月
●
讃
岐
平
野
の
た
め
池
群（
香
川
県
三
豊
市
）

　
香
川
県
は
、
た
め
池
が
数
多
く
あ
り
、
空
海
が
補
修
し
た
と

い
う
満
濃
池
か
ら
、
伝
説
が
残
る
池
ま
で
、
個
性
あ
る
池
に
出

会
え
ま
す
。
龍
神
伝
説
も
あ
り
、
ど
の
池
に
も
人
々
の「
水
へ

の
思
い
」を
託
さ
れ
た
龍
が
ひ
っ
そ
り
と
住
ん
で
い
て
も
お
か

し
く
な
い
よ
う
な
地
域
で
す
。

四
月
●
棚
田
に
映
る
三
多
気
の
桜（
三
重
県
津
市
）

　
旧
美
杉
村
に
あ
る
、
国
の
名
勝「
三み

多た

気け

の
桜
」の
風
景
で
す
。

周
囲
の
棚
田
は
、
地
元
農
家
の
心
意
気
で
開
花
の
時
期
に
合
わ

せ
、
代
か
き
が
行
わ
れ
、
水
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
水

田
と
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
美
し
き
水
鏡
の

背
景
を
探
り
ま
す
。

五
月
●
見
沼
田
ん
ぼ
と
ビ
ル（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

　
首
都
圏
に
、
日
本
を
代
表
す
る〝
水
と
土
の
物
語
〞を
持
つ
田

ん
ぼ
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
た
か
。
埼
玉
・
大

宮
の
ビ
ル
群
を
背
景
に
広
が
る
田
園
風
景
。「
見
沼
代
用
水
物

語
」と
題
し
、
こ
の

「
見
沼
田
ん
ぼ
」の
歴

史
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
ま
し
た
。

六
月
●
青
く
輝
く

別
府
弁
天
池（
山
口

県
美
祢
市
）

　
旧
秋
芳
町
に
あ
る

別
府
厳
島
神
社
内

「
別
府
弁
天
池
」は
、

農
業
用
水
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
水
の
透

明
な
青
さ
は
、
日
本

最
大
級
の
カ
ル
ス
ト
台
地
、
秋
吉
台
が
生
ん
だ
も
の
。
こ
の
青

い
池
に
漂
う
清
涼
さ
に
包
ま
れ
る
と
、
そ
の
神
秘
さ
も
一
緒
に

吸
い
込
め
そ
う
で
す
。

七
月
●
利
尻
島
を
望
む
サ
ロ
ベ
ツ
の
酪
農（
北
海
道
豊
富
町
）

　
も
う
何
年
も
前
で
す
が
、
北
海
道
の
サ
ロ
ベ
ツ
を
開
拓
し
た

人
た
ち
か
ら
話
を
聞
く
た
め
に
、
現
地
に
幾
度
も
足
を
運
び
ま

し
た
。
今
は
旅
立
た
れ
た
古
老
た
ち
の
話
の
断
片
か
ら
一
編
の

詩
文
を
つ
く
り
ま
し
た
。
広
大
な
牧
草
地
に
は
先
人
た
ち
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

八
月
●
音
無
井
路
円
形
分
水（
大
分
県
竹
田
市
）

　「
円
形
分
水
」「
円
筒
分
水
」と
も
い
う
、
丸
い
形
の
分
水
工
は
、

日
本
の
技
術
者
が
生
ん
だ
も
の
で
す
。「
公
平
さ
」を
希
求
し
、

具
現
化
さ
せ
た
こ
と
に
深
い
感
動
を
覚
え
ま
す
。
公
平
さ
を
知

恵
と
技
術
で
解
決
し
た
そ
の
姿
は
、
機
能
美
に
満
ち
、
現
代
に

示
唆
を
与
え
て
い
ま
す
。

九
月
●
大
蕨
棚
田
の
稲
杭（
山
形
県
山
辺
町
）

　
天
日
干
し
を
す
る
稲い

な

杭ぐ
い

の
光
景
は
今
で
は
珍
し
く
、
大
蕨
棚

田
で
は
多
く
の
人
の
手
で
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。
稲
杭
が
そ
ん

な
人
々
の
姿
と
重
な
っ
て
見
え
た
と
き
、
棚
田
が
ス
タ
ジ
ア
ム

と
化
し
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
応
援
歌
が

響
き
渡
っ
て
い
る
気

が
し
ま
し
た
。

十
月
●
赤
そ
ば
畑

（
長
野
県
箕
輪
町
）

　
ソ
バ
畑
な
が
ら
、

現
代
的
な
光
景
で
す
。

赤
い
花
を
咲
か
せ
る

ソ
バ
の
品
種
改
良
を

重
ね
、「
ル
ビ
ー
の
よ

う
な
赤
い
花
」を
追

求
し
、
生
み
出
し
た

人
々
が
い
る
の
で
す
。

そ
の
背
景
に
あ
る
思

い
や
物
語
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
も
っ
と
こ
の
光
景
が
輝
い
て
見

え
る
は
ず
で
す
。

十
一
月
●
三
島
神
社
　
秋
祭
り「
鹿
踊
り
」（
愛
媛
県
大
洲
市
蔵
川
）

　
か
わ
い
ら
し
い
鹿
の
面
や
衣
装
に
魅
了
さ
れ
ま
す
。
大
洲
市

蔵
川
の
棚
田
に
囲
ま
れ
た
三
島
神
社
。
こ
こ
の
秋
祭
り
で
六
ツ

鹿
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
祭
り
の
総
代
の
方
か
ら
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
維
持
の
難
し
さ
が
あ
り
な
が
ら
も
、
風
土
も
伝

統
文
化
も
人
も
魅
力
的
な
地
域
で
す
。

十
二
月
●
大
根
や
ぐ
ら（
宮
崎
県
宮
崎
市
田
野
町
）

　
ま
る
で
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
巨
大
な
や
ぐ
ら
を
組
み
、
漬
物

用
の
大
根
を
干
す
光
景
が
南
九
州
エ
リ
ア
の
風
物
詩
と
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
年
を
締

め
く
く
る
師
走
。
コ
ロ
ナ
禍
を
抜
け
、
青
空
に
向
か
っ
て
駆
け

出
す
イ
メ
ー
ジ
で
作
成
し
ま
し
た
。

◎
「
天
地
の
農
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
御
購
入
さ
れ
る
方
は
、
国
際
カ
レ

ン
ダ
ー
（株）
（
電
話
0
3
-5
8
2
9
-4
1
0
0
）
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
本
誌
で
は
二
〇
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、「
天
地
の
農
カ
レ
ン
ダ
ー
」希
望
と
し
て
、
官
製
は
が

き
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
88
ペ
ー
ジ
の
宛
先
ま
で
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
職
業
、
勤
務
先
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

佐賀県生まれ・香川県育ち。20年以上にわ
たり、全国の農村を取材し、地域文化・農業に
関する執筆活動を続けている。編著に『棚
田はエライ』（農文協刊）、著書に『千年の田
んぼ』（旬報社刊）（第64回青少年読書感想
文全国コンクール　中学校の部課題図書）、
近著に『うちにカブトガニがやってきた!?』
（学研プラス刊）がある。

P R O F I L E
石井里津子（いしい・りつこ）

5月　「見沼田んぼとビル」（埼玉県さいたま市）

9月　「大蕨棚田の稲杭」（山形県山辺町）

著書 を語る

　「
天あ
め

地つ
ち

の
農み
の
りカ

レ
ン
ダ
ー
」
は
、
日
本
の
農
村
の
美
し

い
風
景
写
真
に
詩
的
文
章
を
添
え
て
、
農
業
農
村
の
大
切

さ
や
魅
力
を
伝
え
る
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。
み
な
さ
ま
に
育

て
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
か
げ
さ
ま
で
三
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

農
村
に
は
〝
聖
な
る
場
〞
が
あ
る

　
二
〇
二
二
年
の
執
筆
テ
ー
マ
（
書
き
手
だ
け
が
密
か
に
抱

き
、
十
二
ヶ
月
を
展
開
さ
せ
て
い
ま
す
）
は
、「
農
村
は
、
聖

な
る
場
＝
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
と
い
う
も
の
。

　
書
き
な
が
ら
意
識
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
聖
な
る
場
／

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」「
幸
」「
福
」「
祈
り
」「
願
い
」「
希
求
」

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
力
」
…
…
。

　
一
見
、
農
業
と
は
相
容
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
ご
存
じ
の
通
り
農
耕
は
、
自
然
と
の
折
り
合

い
の
な
か
で
育
ま
れ
、
災
害
と
も
隣
合
わ
せ
の
営
み
で
す
。

と
く
に
災
害
の
多
い
日
本
は
、
古
よ
り
「
祈
り
」
や
「
願

い
」
と
と
も
に
農
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
発
展
さ
せ

て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
農
村
に
は
、
自
ず
と
「
聖
な
る
場
」
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
も
し
か
り
。
ま
た
、
自
然
の
な
か
に
山

の
神
、
田
の
神
、
水
の
神
な
ど
の
神
々
を
各
地
で
見
い
だ

し
て
い
る
よ
う
に
。

　
農
村
に
潜
む
〝
聖
な
る
場
〞
は
、
今
も
人
々
の
営
み
の

継
続
に
よ
っ
て
、
自
然
の
美
し
さ
や
厳
し
さ
と
と
も
に
立

ち
現
れ
、
そ
の
地
に
し
か
な
い
唯
一
無
二
の
気
配
を
放
っ

て
い
ま
す
。

希
求
の
精
神
に
導
か
れ
て

　
さ
ら
に
、
農
村
に
は
水
を
求
め
る
地
域
の
悲
願
と
い
っ

た
、
人
々
の
「
希
求
」
が
刻
ま
れ
た
場
所
が
多
く
あ
り
ま

す
。「
希
求
」
と
は
「
崇
高
な
目
標
を
具
現
し
た
い
と
、

願
い
求
め
る
こ
と
」（『
新
明
解
国
語
辞
典
』）。

　
そ
れ
は
、
自
分
の
生
命
や
人
生
を
超
え
て
、
子
孫
や
地

域
全
体
の
明
日
の
た
め
に
、
石
を
積
み
、
水
を
た
ぐ
り
寄

せ
、
労
働
力
を
惜
し
み
な
く
投
じ
た
精
神
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
地
域
の
希
求
が
、
人
の
営
み
と
自
然
を
あ
ざ
な
い
、

風
土
を
つ
く
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
農
地
を
歩
く
と
、
元
気
を
も
ら

え
ま
す
。
農
地
の
手
入
れ
や
創
意
工
夫
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
た
り
、
開
田
物
語
か
ら
勇
気
を
得
た
り
、
小
さ
な
生
き

も
の
に
出
会
い
、
う
れ
し
く
な
っ
た
り
。
そ
う
し
た
経
験

か
ら
わ
た
し
は
、
農
村
は
知
ら
れ
ざ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

な
の
で
は
!?
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
地
域
と
の
新
し
い
か
か
わ
り
方
が
根
付
き
、

農
村
に
新
た
な
可
能
性
を
運
ん
で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ま
だ
し
ば
ら
く
閉
塞
感
が
世
界
を
覆
う

日
々
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
「
聖
地
巡
礼
」
な
ら
ぬ
「
農
地

巡
礼
」
の
心
持
ち
で
ひ
と
月
ひ
と
月
、
小
さ
な
旅
へ
ご
案

内
し
ま
す
。

『天
あめ

地
つち

の農
みのり

カレンダー2022年版（令和4年）』

農村に潜む
“聖なる場”を見つめて

［国際カレンダー㈱発行］

文：石井里津子

二
〇
二
二
年
の
農
村
風
景
十
二
カ
所

  

一
月
●
大
谷
地
堤
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ（
新
潟
県
五
泉
市
）

　
農
業
用
の
水
を
湛
え
る
大お

お
や
ち
つ
つ
み

谷
地
堤
。
冬
期
は
、
北
か
ら
渡
っ

て
き
た
ハ
ク
チ
ョ
ウ
た
ち
の
ね
ぐ
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。
古
来
、

ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
、
多
福
を
も
た
ら
す
鳥
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
新
年
、
古
の
人
々
と
心
を
重
ね
る
よ
う
に
自
然
を
捉
え
、

心
を
調
え
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

二
月
●
ス
ト
ッ
ク
の
花
畑（
千
葉
県
南
房
総
市
）

　
早
春
、
雪
国
が
ま
だ
雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
一
方
、
千
葉
・
房

（H540×W375㎜－13枚）
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著書 を語る総
半
島
に
は
、
花
畑
が
登
場
し
ま
す
。
歴
史
を
調
べ
る
と
、
戦

時
下
に
は「
花
禁
止
令
」が
出
さ
れ
た
過
去
も
。
花
が
咲
き
誇
る

風
景
は
、
ま
さ
に
平
和
の
象
徴
。「
花
は
幸
を
呼
ぶ
」と
い
う
信

念
が
込
め
ら
れ
た
風
景
で
す
。

三
月
●
讃
岐
平
野
の
た
め
池
群（
香
川
県
三
豊
市
）

　
香
川
県
は
、
た
め
池
が
数
多
く
あ
り
、
空
海
が
補
修
し
た
と

い
う
満
濃
池
か
ら
、
伝
説
が
残
る
池
ま
で
、
個
性
あ
る
池
に
出

会
え
ま
す
。
龍
神
伝
説
も
あ
り
、
ど
の
池
に
も
人
々
の「
水
へ

の
思
い
」を
託
さ
れ
た
龍
が
ひ
っ
そ
り
と
住
ん
で
い
て
も
お
か

し
く
な
い
よ
う
な
地
域
で
す
。

四
月
●
棚
田
に
映
る
三
多
気
の
桜（
三
重
県
津
市
）

　
旧
美
杉
村
に
あ
る
、
国
の
名
勝「
三み

多た

気け

の
桜
」の
風
景
で
す
。

周
囲
の
棚
田
は
、
地
元
農
家
の
心
意
気
で
開
花
の
時
期
に
合
わ

せ
、
代
か
き
が
行
わ
れ
、
水
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
水

田
と
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
美
し
き
水
鏡
の

背
景
を
探
り
ま
す
。

五
月
●
見
沼
田
ん
ぼ
と
ビ
ル（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

　
首
都
圏
に
、
日
本
を
代
表
す
る〝
水
と
土
の
物
語
〞を
持
つ
田

ん
ぼ
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
た
か
。
埼
玉
・
大

宮
の
ビ
ル
群
を
背
景
に
広
が
る
田
園
風
景
。「
見
沼
代
用
水
物

語
」と
題
し
、
こ
の

「
見
沼
田
ん
ぼ
」の
歴

史
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
ま
し
た
。

六
月
●
青
く
輝
く

別
府
弁
天
池（
山
口

県
美
祢
市
）

　
旧
秋
芳
町
に
あ
る

別
府
厳
島
神
社
内

「
別
府
弁
天
池
」は
、

農
業
用
水
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
水
の
透

明
な
青
さ
は
、
日
本

最
大
級
の
カ
ル
ス
ト
台
地
、
秋
吉
台
が
生
ん
だ
も
の
。
こ
の
青

い
池
に
漂
う
清
涼
さ
に
包
ま
れ
る
と
、
そ
の
神
秘
さ
も
一
緒
に

吸
い
込
め
そ
う
で
す
。

七
月
●
利
尻
島
を
望
む
サ
ロ
ベ
ツ
の
酪
農（
北
海
道
豊
富
町
）

　
も
う
何
年
も
前
で
す
が
、
北
海
道
の
サ
ロ
ベ
ツ
を
開
拓
し
た

人
た
ち
か
ら
話
を
聞
く
た
め
に
、
現
地
に
幾
度
も
足
を
運
び
ま

し
た
。
今
は
旅
立
た
れ
た
古
老
た
ち
の
話
の
断
片
か
ら
一
編
の

詩
文
を
つ
く
り
ま
し
た
。
広
大
な
牧
草
地
に
は
先
人
た
ち
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

八
月
●
音
無
井
路
円
形
分
水（
大
分
県
竹
田
市
）

　「
円
形
分
水
」「
円
筒
分
水
」と
も
い
う
、
丸
い
形
の
分
水
工
は
、

日
本
の
技
術
者
が
生
ん
だ
も
の
で
す
。「
公
平
さ
」を
希
求
し
、

具
現
化
さ
せ
た
こ
と
に
深
い
感
動
を
覚
え
ま
す
。
公
平
さ
を
知

恵
と
技
術
で
解
決
し
た
そ
の
姿
は
、
機
能
美
に
満
ち
、
現
代
に

示
唆
を
与
え
て
い
ま
す
。

九
月
●
大
蕨
棚
田
の
稲
杭（
山
形
県
山
辺
町
）

　
天
日
干
し
を
す
る
稲い

な

杭ぐ
い

の
光
景
は
今
で
は
珍
し
く
、
大
蕨
棚

田
で
は
多
く
の
人
の
手
で
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。
稲
杭
が
そ
ん

な
人
々
の
姿
と
重
な
っ
て
見
え
た
と
き
、
棚
田
が
ス
タ
ジ
ア
ム

と
化
し
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
応
援
歌
が

響
き
渡
っ
て
い
る
気

が
し
ま
し
た
。

十
月
●
赤
そ
ば
畑

（
長
野
県
箕
輪
町
）

　
ソ
バ
畑
な
が
ら
、

現
代
的
な
光
景
で
す
。

赤
い
花
を
咲
か
せ
る

ソ
バ
の
品
種
改
良
を

重
ね
、「
ル
ビ
ー
の
よ

う
な
赤
い
花
」を
追

求
し
、
生
み
出
し
た

人
々
が
い
る
の
で
す
。

そ
の
背
景
に
あ
る
思

い
や
物
語
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
も
っ
と
こ
の
光
景
が
輝
い
て
見

え
る
は
ず
で
す
。

十
一
月
●
三
島
神
社
　
秋
祭
り「
鹿
踊
り
」（
愛
媛
県
大
洲
市
蔵
川
）

　
か
わ
い
ら
し
い
鹿
の
面
や
衣
装
に
魅
了
さ
れ
ま
す
。
大
洲
市

蔵
川
の
棚
田
に
囲
ま
れ
た
三
島
神
社
。
こ
こ
の
秋
祭
り
で
六
ツ

鹿
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
祭
り
の
総
代
の
方
か
ら
話
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
維
持
の
難
し
さ
が
あ
り
な
が
ら
も
、
風
土
も
伝

統
文
化
も
人
も
魅
力
的
な
地
域
で
す
。

十
二
月
●
大
根
や
ぐ
ら（
宮
崎
県
宮
崎
市
田
野
町
）

　
ま
る
で
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
巨
大
な
や
ぐ
ら
を
組
み
、
漬
物

用
の
大
根
を
干
す
光
景
が
南
九
州
エ
リ
ア
の
風
物
詩
と
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
年
を
締

め
く
く
る
師
走
。
コ
ロ
ナ
禍
を
抜
け
、
青
空
に
向
か
っ
て
駆
け

出
す
イ
メ
ー
ジ
で
作
成
し
ま
し
た
。

◎
「
天
地
の
農
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
御
購
入
さ
れ
る
方
は
、
国
際
カ
レ

ン
ダ
ー
（株）
（
電
話
0
3
-5
8
2
9
-4
1
0
0
）
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
本
誌
で
は
二
〇
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、「
天
地
の
農
カ
レ
ン
ダ
ー
」希
望
と
し
て
、
官
製
は
が

き
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
88
ペ
ー
ジ
の
宛
先
ま
で
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
職
業
、
勤
務
先
を
記
入
し
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

佐賀県生まれ・香川県育ち。20年以上にわ
たり、全国の農村を取材し、地域文化・農業に
関する執筆活動を続けている。編著に『棚
田はエライ』（農文協刊）、著書に『千年の田
んぼ』（旬報社刊）（第64回青少年読書感想
文全国コンクール　中学校の部課題図書）、
近著に『うちにカブトガニがやってきた!?』
（学研プラス刊）がある。

P R O F I L E
石井里津子（いしい・りつこ）

5月　「見沼田んぼとビル」（埼玉県さいたま市）

9月　「大蕨棚田の稲杭」（山形県山辺町）
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